
 

 

 

   石仏様の修復が喫緊の課題   ～８８ケ所石仏巡り再びの調査～ 

 6 月 20 日、護持会女性部のお二人が８８ケ所の石仏の損傷状態を観て廻られました。半日がかりで

丁寧な調査がなされました。ご苦労様でした。 

 下表の通り二十数体の修復が必要との報告を受けました。この案件は、２年前に護持会長が調査され

たことがあり、その実際を撮影し再確認されたことにより修復の緊急性を伺うことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石仏番号 破損数 石仏番号 破損数 

３ １ ２７ １ 

４ １ ２８ １ 

６・７・８ ２ ２９ １ 

１０ １ ３２ １ 

１２ １ ３４ ２ 

１４ １ ４６ １ 

１５ １ ６４ ２ 

１７ ２ ６８ ２ 

１８ １ ７４ １ 

２０ １ ８２ ３ 

２１ １ ８３ １ 

２２ １ 小 計 ３ １ ＋ α 

２６ １   
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胴塚６・７・８番 

３２番３２番 

 
３２番：全体が破損 

 

１４番 

 

７４番 

 

破 損 の 一 例 

左上の表以外にも、小倉公民館敷地内には８８

ケ所巡りの石仏とそれ以外が混在しています

が、数体の修復が必要です。 

宝山展望台に設置されて

いた手摺がぐらついて危

険な為、撤去しました。こ

こから６４番に向かう斜

面に設置されている手摺

は大丈夫でした。付属品

の定期的な安全点検も欠

かせません。作業は運営

委員の Kさんです。 


